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などの詳細調査の 6 件の一つとして収録されました。長崎市内の近代建築では 6 件しかない、その一つ
と評価されました。このように平成 8 年、平成 10 年に十分な評価がされたと私は思っていました。 
 




の 8 月から 12 月にかけて調査をしました。 
何を調査したかというと当時の新聞記事を調べました。長崎県立図書館に通って、当時の新聞記事を探










最初の新聞記事の成果です。大正 10 年（1921）から 12 年の東洋日の出新聞と長崎新聞をめくったと
ころ、5 か所に記事を見つけました。この長崎新聞は、今の長崎新聞社とは違う会社だそうです。最初の
記事が東洋日の出新聞大正 10 年 5 月 14 日号です。見出しは「長崎署新築着手」です。この建物は大正




その次に見つけたのが長崎新聞大正 12 年 7 月 1 日の記事です。いよいよ完成に近づく頃です。2 年か
かっています。この 7 月 1 日がほぼ建物が完成したという記事です。写真は記事の部分です。「新築落成
せし長崎警察署､大波止の真正面に聳え立つ」と、紹介されています。記事の中で特に大切な所を黄色で
マークしました。建築は設計者の他に、実際に建てる建設会社があります。その名前がここに紹介されて






と、長崎新聞大正 12 年 7 月 21 日号に記事が出てきました。長崎警察署が新築落成した、できあがった






もう一つ調査をしました。建物の中の調査です。2018 年 10 月に 1 日許しを得て 2 時間、中を見せてみ
らいました。写真は正面玄関を入ってホールに入ったところの様子です。図はその日に私がとったメモ
です。建築では野帳と言ったりします。調査のメモをこのように書きます。私が何を書いたかというと、
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どのように対照していったのか紹介します。先ほど紹介した長崎新聞大正 12 年 7 月 1 日の記事は、1
階に、事務、会計、応接、人事相談、宿直の 5 部屋があると書いてあります。これだけではどの部屋がど











せて通用口から入ってこちら側の建物が便所であったろうと。このように 1 階が復元できました。 
②建物復元２階 

























































大正 12 年と同時代の警察署が全国にどのくらい残っているかを調べました。約 10 件残っています。
長崎から一番遠い所ですと、北海道函館の水上警察署があります。写真は、年代順に並べました。一番古
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上薗：山田先生ありがとうございます。どうしても残そうというお話でした。私が旧長崎警察署の建物
をすごいと思ったのは、入り口の所に御影石を切り込んでガチっとはめ込んであるんですね。石屋さん
に見てもらったらそれは黒髪石という有名な石で、国会議事堂に使われている石と同じものだそうです。
外壁のタイルなど全体のつくりも質の良いものだと，思いました。私が言うよりも李先生、次よろしくお
願いします。 
 
